
第10脱 】 住吉=佳 吉氏結核新免疫法二依ル治療527

佳吉氏結核新免疫法 ニ依 ル治療

(昭 和17年5月18日 受 付,

大阪市住吉内科病院

騨購 住 吉 彌 太 郎

緒 言

余 ハ 夙 二「エ ゾ ブ イ ラキ シー」二基 キ経 皮 免疫 テ

主 張 シ、 結 撚 被 発 疫 元 「デ ル モ ッ ペ リ ン」ヲ創

製 シテ、 動 物 實 験 拉 二臨 林 實 験 ニ ヨ リ著 明 ナル

数果 ラ認 メ、 其 ノ成 績 ヲ學 界 二壷 表 シタル事屡

くナ リ｡叉 球 菌類 ノ純 稗 培 養 ニ ヨ リ球 菌 「ワ ク

チ ン」軟 膏 テ製 シ・之 ヲ化 膿 性疾 患 二封 シテ経 皮

鷹 用 シ著 明 ナ ル数 果 ヲ得 タ リ.{乃 テ其 ノ成 績 ヲ

「チ フ ス菌 及 ビ化 膿 菌 工封 スル経 皮 免疫 二就 テ」

ト題 シ、大 阪 醤 事 新 誌 第10巻 第8號(昭 和14年)

二嚢 表 セ リ.其 後 球 菌 「ワ 妊 ン」軟 膏 生臣畠躰 實

験 テ重 ネ タル ニ 「フ ル ンケ ルビ」、「カル ブ ン ケル」、

丹 毒、 肛 門周 園 炎等 二封 シテ奏 数 顯 著 ニ シテ、

叉筋 炎、 關 節 炎、 淋 巴腺 炎 等 二 局所 ノ上 皮 二灘

布 、 塗布 或 ノ、塗 擦 シテ用 ヒ、 経 過 テ短 縮 シ著妓

テ認 メ タル例 ハ枚 塞 二逞 ア ラズ.叉 中耳 炎 ノ際

乳 階突 起 附近 二本 軟 膏 テ塗 擦 シテ中 耳 炎 ノ好 韓

ラ見 、或 ノ、子 宮 内膜 炎 二本 軟 膏 デ タ ンボ ン」ト

シテ膣 内二播 入 シ奏 数 シ タル等 ノ例 多藪 ア リ｡

余 ハ 本軟 膏 ハ皮 膚 、 皮 下 、 皮 脂 腺 、 毛 嚢 等!炎

症 ヲ治 癒 セ シムル ノ ミナ ラズ、 内科 的 化 膿 性 疾

患 二封 シ之 ラ経 皮 慮 用 シテ能 ク治 癒 セ シ メ得 ベ

キ テ信 ジ實験 ノ機 會 テ待 チ居 リ タ リ｡偶 々肺 膿

瘍 ノ患者 ガ余 ノ外 來 テ訪 レテ、直 チ ニ 入院 セ リ｡

悪 寒 高熱 ラ嚢 シ、 多 量 ノ膿 性 喀 疾 ヲ俘 フ者 ニ シ

テ、 カ ナ リ衰 弱 セ リ｡本 患 者 ハ咳 漱 ト共 二膿 汁

ラ喀 出 シ、 然 ル後 解熱 二 向 フ ラ常 トス｡而 シテ

1週 間 ノ間 隔 ヲ置 キ テ之 ヲ繰 返 セ リ｡其 ノ喀 疾

ラ鏡 検 ス ル ニ、 多 撒 ノ多核 白血 球 ヲ認 メ1又連鎖
　

状 球 菌 テ多 ク認 メ タ リ｡球 菌 「ワ クチ ン」軟 膏 ノ

経 皮 磨 用 ニ ヨル敷 果 テ知 レル余 ノ・、i!iilli)二於 テ球

菌 「ワ クチ ン」軟 膏 テ本 患者 ノ病 側 二塗 擦 ヲ試 ミ

タ リ｡第1同 ノ塗 擦 後 約30分 子 経 テ患 者 ノ、熱

感 ヲ魔 工、 全 身 二著 明 ナ ル登 汗 ヲ認 メ、 持 績 ス

ル事2時 間 二及 ベ リ｡然 ル後 氣 分 爽 快 ヲ訴 フ｡

隔 日二塗 擦'繰 返 シテ1ケ 月 二及 ベ ル ニ、 喀 叛

二連鎖}伏球 菌 テ最 早 ヤ嚢 見 シ得 ズ肺 炎墜 球 菌 テ

僅 二認 メ ・しノ ミナ リ｡引 綾 キ球 菌 軟 膏 ラ隔 日二

塗 擦 セ リ｡其 後2週 間 ニ シテ全 ク解熱 シ、1ケ

月 ニ シテ臨林 上 ノ局 所 ノ墜 化 モ全 ク潰失 シテ全

快 シタ リ｡即 チ全 経 過2ケ 月aシ テ全 快 セ リ｡

結 核 患者 力高 熱 ヲ壷 シ、 或 ノ、進 行 性 ナ ル モ ノハ

結 核 菌 ノ ミノ作 用 ニ ヨル ニ非 ズ シ テ、 随 件 菌 ガ

大 ナ ル役 割 テ演 ジ ツ ・アル ノ、ウ オル フ ・ア イ ス

ナ ー ノ先見 ニ ヨ リ唱 ヘ ラ レタル腿 ナ リ｡氏 ノ、結

核 ノ随 俘 菌 ヲ純 檸培 養 シ デ ワ クチ ン」ラ製 シ、

之 ラ當 該 結核 患者 ノ 皮 下 二 注 射 シテ 「自家 ワ ク

チ ン療 法」ト唱 ヘ タ リ｡其 ノ着 眼 鮎 ハ 眞 二敬 服

二 償 ス｡之 ラ追 試 セ シ馨 家 モ少 カ ラズ、 或 轡 家

ハ結 核病 竈 二刺穿 針 ラ描 入 シテ禮 液 ヲ吸 引 シ、'

之 ヨ リ随 件 菌 テ培 養 シテ 「ワ ク チ ン」ヲ製 シテ皮

下注 射 テナ セ リ｡余 モ往 年 盛 ニ ュ ノ方 法 テ行 ヒ

タル モ、 皮 下注 射 二依 ル時 ハ其 ノ奴 果 著 シカ ラ

ズ｡其 ノ後 余 ノ・結 核 ノ綻 皮 療 法 ヲ研 究 シテ 「デ

ル モ ツベ リ ン」ラ製 シ、叉 球 菌 ワ ク チ ン」軟 膏 ノ

経 皮 磨 用 二依 ル著 明 ナ ル敷 果 ヲ認 メ タ レバ、 ウ

オ上Z● ア⊥ ムえ ニ ノ着 眼 セル方 法 ラ経 皮癒 用

二 移 ス事 ヲ企 テ タル ハ蓋 シ當 然 ナ リシ ト言 フベ

シ｡更 ニ 「デ ル モ ツベ・リ ン」二随 俘 菌 タル球 菌 ノ

ヂワ ク チ ン」テ混 合 シテ経 皮 慮 用 スル事 ノ合理 的

ニ シテ著 数 アルベ キ ニ想 到 シ
、 之 ラ實験 シテ豫
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想以上 ノ好成績 ラ得 タリ0本 法ヲ住吉氏結核新 免疫 法 ト稽 スル事 トセ リ。

住吉民結核新見療法ノ定義

往 吉 氏 「デ ル モ ヅ ベ リ ン」二連鎖 歌球 菌、 葡 萄 状

球 菌 、 肺 炎饗 球 菌 ノ肉 汁培 養 濃縮 液 チ加 ヘ テ混

合 シt「 ラ ノ リ ン」等 ノ油 脂 二包 含 セ シ メ軟 膏 ト

ス。本 軟膏 ヲ假 二 「デル モ ツ〈・リ ン3號 ト構 ス.

本 軟 膏 ラ「エ ゾ フ ィ ラキ シー」ノ原 理 二基 キ結 核

患 者 ノ局 所 ノ皮 膚 二漁 布 、.貼用或 ハ 塗 擦 ス ル純

度 免 疫 法 ヲ往 吉 氏結 核 新見 疫法 ト構 ス。

街 入 型 結 核 菌 ハ1種 類 三 楽 ズ形 態素 力等 ノ異 り

タル モ ノ多 数 ア リ、 襲 三余 ノ嚢 見 セ ル モ ノ ノ ミ

ニ テ モ30株 二達 孔 、余 ハ 之 ヲ分類 シテ「結 核 第

3巻 第1號 蔭 製 表 セ リ。 又 其 後 更 三新 シ キ 菌

株 テ嚢 見 シf日 本 鶴 林 結 核 第2巻 第4號.・ 二畿 表

シ タ リcarデ ルモ ツベ リ ン」ノ・之 等31株 ノ結核

菌 ヲ別 々 二:ブ イ ヨ ン野 培 養 シ、 年2同 海 狸 通

過 ラ計 り毒 力 ノ減 退 チ防 ギ タ ル 菌 ヨ リ製 セル

「ワ クチ ン」ニ ジテ、 之 二 前 記 球 菌 類 ノ「ワ グチ

ン」テ加 ヘ タル モ ノ 帥 チ「デ ル モ ツベ リ ン3號 」

(假翻 ナ リ。

住吉民訴自家免疫法

住吉氏結核新見疫法 ヲ行ヒテ爾好轄 セザル患者

ニシテ余ノ、住吉氏新自家免疫法 ヲ行 フ。帥チ當

該患者 ノ喀疾 ヨリ結核菌及随伴菌テ各分離培養

シ、各培養基 ノ マ マ蒸殺 シ濃縮 シタル「ヴクチ

縛

ン」ヲ製 シ、之 テ混 合 セデ ラ ノ リ ン」等 ノ油 舞旨モ

包 含 セ シ メ軟 膏 ト爲 シ、 常 談 患者 ノ局所 ノ皮膚

二漁 布 、 貼 用 或 ノ・塗 擦 ス0.・

本法ノ特徴
多

住 吉 氏 結 核 新 見 疫 法 ニ ヨ ザ デル モ ツベ リ ン3

號 」ヲ患 者 ノ皮 瞬 二塗 擦 ス ・レ時 ノ・多 ク ハ塗 擦 後

30分 ニ シテ著 明 ナ ル登 汗 ラ認 メ、叉 多 クハ塗 擦

部 ノ皮 密 雲嚢疹 ヲ生 ズ。 往 吉氏 新 自家 冤 疫 法 二

於 テ ノ、前 者 ヨ リ反 鷹 稽 賜 星シ。 塗擦 ノ同 ヲ重 ネ

ル ニ從 ヒ壷 疹 ノ・漸 次}曾加 シ、 嚢 疹 三婆 ス幽ル時 間

ハ迅 速 トナ リ、 獲 疹 ノ消退 二要 スル時 間 モ亦 速

断ナ ルc其 ゾ 状 ハ 「デ ル モ ヅ ベ リ》コ療 法 ヲ行 フ

場 合 ト同 様 ナ リ。 帥 チ「プ レエ ル ギ ー」ヨ リ舵 ぺ

ル エ ル ギ'一」ヲ起 シジボ シ チー ベ ・ヒボ エ ル ギー」

二移 行 シ、i途二∫ボ シチr・ ぐ・ア ネ ル ギー」二到達

ス ル ナ リa而 シテ嚢 参或 ハ獲 汗 セ}レ患 者 ハ多 ク

ノ ・好 韓 ス。 其 ノ好 縛 ト言 フ ハ躍 二器 量増 加、 解

熱 等 チ指 ス ノ ミナ ラズ、 過 去1ケ 年 ノ陶材 的観

察 二 於 テ「レ ン トゲ ン」爲 眞 二現 レ タ ル浸潤 が潰

退 シ タル多 数 ノ例 デ認 メ 列.其 ノ詳 細 ノ・鶴林 、

例 二示 ス.

密 林 例

第1例 ■ 某 気男 ノ25.

咳 漱 、 喀 疾 多 ク 日南 燃 ア リ ト ノ主 訴 ニ テ 、他 魔 的 二 八

右 上 葉 部 打 音 短 、 右 背上 部 二1嚇ラ ヅセル 」多 徽 聴 取 ス 。

ヂレソ トゲ ゾ」像 ハ下 二掲 グル如 ン
.入 院 ノ上Cデ ル モ

ツベ サン3號 」ヲ 局所 二塗 擦 ス.右 背 上部 二 於 テ獲 疹

著 明 ナ リ.隔 日二 塗 擦 ヲ織 ケ タル ニ聴 診 上 次 第 二 「ラ

ツセ〃」減 少 シ、 約50日 ニ ンデ ラ音 」殆 ド消 失 ジ、

「レン トゲ ン」像 亦 甚 ダ好 轄 セ1)

第2例 ■ 某 《女)17、

咳漱 、 喀 喫 、軽 熱 ノ主 訴 ニ テ 入院 ス。 貧 血 シ テ稚 く創

痕 ス 継 前胸 部 右 上 ノ打 音 著 ジ ク短 ニ ジテ 「ギ イメ ぬ

及 少 数 ノ「ラ ッセル 」ヲ聴 取 ス 。 ヂレソ トゲ ソ」像 ハ第

ご 肋 間 二肋 膜癒 著 ラ ンキ陰 影 ヲ認 メ 、ソ レ ヨ リ上方 二

延 ピ タ ル滲 出 型 ノ陰 影 ヲ著 明 ゴ 認 ム。

ヂデ 〃 モ ツ ペ リン3魏 」ヲ隔 日 二局 所 二塗 擦 シ
、螢 疹 著

明 ナ リ050数 日後 局 所 ノ「ギ ィメ ソ2及Cラ ツ セ ノめ 消

退 又借 「レン トゲ ン」像誇 於 テ ハ 肋 膜 癒 着 ハ 荷 留 ム 〃

モ、 上 方 二延 ビ タル 陰 影 著 シ 〃清 退 シ タル ヲ見 ル。
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第3例 ■ 某 〆男)24.

咳 漱 、 喀 湊 甚 シ ク、8度 前 後 ノ弛 張熱 ヲ俘 ヒr少 量 ノ

喀 血 ヲ 爲 シ 入院 ヌ.Cレ ン トゲ ン」像(下 掲 甲)ハ 矢 ノ

方 向 二2銭 銅 騨 ノ空洞 ヲ認 ・反 蜘1即 チ 左 側 二空

洞 ラ シ キ モ ノヲ認 ム。 汀デ ル モ ツ ベ リ ソ3號 誰ヲ 灘 布

トシ テ局所 三鷹 用 ジ、其 ノ上 灘 り氷嚢 ヲ貼 用 ス 。 一 般

止血 鋼 ヲ使 用tシ ハ 勿論 ナ リa約9ケ 月経 過 後 ノ「レ

ソ トゲ ソゴ粂ヲ 見ル ニ右 側 ノ空洞 八苦 ジ ク縮 少 シ、 鰹

過 良 好 ナ リc

●

第4例 ■ 某 で男 、25.

咳 漱 、喀峻 、 輕 熱 、 盗 汗、 食慾 不振 、 衰 弱 等 ヲ主 訴 ト

γテ入 院 ス.弛 廃 的 ニ ハ左 ノ乳 房 附近 二少 量 バ ラ音 」

ヲ聴 取 シ、 叉 右 ノ乳 房 附近 二 於 テ モ 同機 ノ攣 化 ヲ認

ムc㌧ ソ トゲ ソ」像 二 於 テ ハ 右 ノ 肺 門 音K淋巴 腺 周 園

ノ腫 脹 及 ソL't下 二延 ビ タ ル陰 影、左 二 於 テ モ肺 門

部 ヨ リ心 臓 周圏 二延 ビ タル陰 影 ヲ認 ムc

Cデ ル モ ヅベ 纏 ン3號 」ヲ隔 日.=塗 擦 ジ60日 後 二 於テ

Cラ音 」消 失
、 解 熱 シ、 一 般 状態 良 好 トナ サテ 退 院 セ

リc其 後 外 米 二 於 テ約80日 塗 擦 籔 行 ジ、 全 縄 過140

日ニ シテ 「レ ン トゲ ン1撮 影 ヲ行 ヒ タ ル ニ 心 臓 両 側 ノ

陰 影消 退 セ ル ラ認 ム.

第5例 ■ 某 ぐ女.38。 輸

2ケ 月連 緬 喀 血 シ、主 治 馨 ヨ リ冥 慮 置 二 困却 セル爲 入

院 セ ジメ タ リ.胸 診 ス ル ニ右 上 葉 ヨ リ乳 房 下迄 「ラ ッ

セ ル1ヲ 聴 取 シ、 ジ カ モ「ク リソゲ ソ諜セ リゆ

初 メ ハ止 血療 法 ヰ専 念 シ、1ケ 月 ニ ジテ止 血 シタ ル ヲ

以 テ右 脚 全 部 ニ ザデ 〃モ ツペ リ ソ3號 」ヲ温 存 シ 氷嚢

ヲ貼 用 セ リ。其後40日 」 テ非 常 二好 轄 ジタ レバ 「レ

ソ トゲ ソゴ対 照撮 影 ヲ 爲セ リ。右 全 葉 著 シ ク硬 化 二傾

ケ ル ヲ見 ル 。

第6例 ■ 某(男 ♪28C

咳漱 、 喀:疲多 ク高 熱 ヲ俘 ヒ、時 々少 量喀 血 ス ル トノーk

訴 ノ下 二入 院 メ。 胸 診 スル ニ右 上 葉 打音 短 ニ シ テ、著

明 ナ ル 「ラッ セル 」ヲ 聴 取 シ 乳 房下 二及 ブ4左 上 葉 モ

打音 短:ニ シ テ 「ラ ツ セ ・レ」多 数 聴 取 ス 。 「レン トゲ ン」

像 ニ ヨ レバ右 上 葉 二廣 汎 ナ ル 滲 出 型 浸潤 ヲ認 ム0左

上 葉 二稚 く混 合型 ナvド モ寧 ロ滲 出型 ノ陰 影 ヲ認 ム.

雨跡 下部 迄 多 少 ノ陰 影 存メ 。

/'デル モ ツベ 妻)ソ3號 」ヲ 隔 日二 灘 布 ジテ 其 ノ上 二 水 .

嚢 ヲ貼 用 ス.2ケ 月 ヲ経 過 ジ テ 聴 打 診共 二 者 シ'ク好

縛 ス 。 其 後110絵 日、全 級 過170除 目 ニ シ テ右 上 葉 エ

少数 ノ「ラソ セル」冴 ギイメソ」ヲ1種取ス ル ノ ミ トナ

リ友 レバ対照 ノ 爲 レrソ トゲ ソ」寓眞 ヲ撮骸 セ、サ。右

上葉 著 ヅク硬化 セル陰影 ヲ認 メM左上葉モ硬化 セル像

ヲ認 ム.

以 上 ノ臨 躰:例及 「レ ン トゲ ン」爲 眞 ハ代 表 的 ナ ル

モ ノ ノ ミヲ掲 載 セ リ。余 ハ本 療 法(佳 吉 氏 結 核 新

免 疫 法)タ 昭 和14年 二開 始 シ タル モ、 當 初 ハ人

工 気 胸療 法 及 横 隔 膜 神 経捻 除 術 等 ヲ併 用 シ タル

テ以 テ本 療 法 ユ ヨル免 疫 學 的 数 果 ノ程 度 畢計 り

得 ザ リ シナ リ。 昭 和16年 二 人 リテ ヨ リ本療 法

施 行 ノ患 者 テ封 シ テ前 記 ノ 如 キ 療 法,a併 用 セ

ズ、本 免疫 法 ノ他 二 八 胃腸 藥 ノ内服 及1ヴ ィ タ ミ

ン」剤 ノ注射 ヲ併 用 セル ノ ミ テ以 テ臨林 的観 察

ヲ逡 ゲ タ レバ、16年 度 二於 ケル之等 臨豚 例 二親

レタル敷 果 ノ・眞 二本 免 疫法 二 言ル敗果 ノ現 シナ

リ ト言 フ テ得 ・ぐシ0

昭和16年 二於 ケ ル 住 吉 内科病 院 入院 患 者 総 数

ノ・98名 ニ シテ、1ケ 月以 内 ノ早 期 退 院 者16名

及 豫 後 ノ不 良 ナ ル ヲ知 りツ ・馨 家 ノ紹 介 二 言 リ

入院 シ、1ケ 月 以 内 二死 亡 シ タ ル者10名 ラ除

キ、1ケ 月以 上 ノ経 過 デ観 察 セ シ患 者 ハ72名 ナ

リ。 内全治13名 、 良 好49名 、 不 攣8名 、 死 亡

2名 ニ シテ、72名 二 封 シ全 治18.05%、 良 好

68.05%、 不 攣11.11%Sタ ピ亡2.78%二 鴬 ノレ6

全治 ト良好 ノ計 ハ62名 ニ シテ 』6・11%二 當 ルc

全治 ト言 フ語 ハ肺 結 核 二野 シテ ハ學 倉 二於 テ余

ノ未 グ用 ピザ リ シ語 ナル モ、 ゼレ ン トゲ ン」像 ノ

陰 影 消 失 シ一般 状態 良 好 トナ リ シモ ノヲ指 シテ

稻 スル ニ全 治 ナル語 ヲ以 テ ス ル ノ他 二言 葉 ナ

シo

数年 前 ジデ ル モ ツベ リ ン」ノ治 療 成 績 ラ傳 染病 研

究所 ノ某 部 長 二呈示 シ タル事 ア リ.其 ノ節 某 部

長 ハ ヂアマ リ成 績 が良 過 ギ テ有 り得 ベ カ ラ ザ ル

事 ナ リ」 ト言 ノ・レタ リ。 余 バー 開業 留 ノ事 ナ レ

バ 然 ク言 ノ、ル レバ余 ノ成 績 ノ、偶 然 ノ結果 ナ ル カ

ト思 ヒ タル事 モ7リ タ リ。 然 レ共 實 験 デ重 ネル

ニ常 二其 部 長 ノ所 謂 ド有 り得 ベ カ ラザ ル好 成 績 」

ヲ現 セ リ。1デ ル モ ツ ベ リ ン3號 」二重 リテ 八挺

來 ノ「デ ル モ ツ〈切 ン」二死 シ数 段 著 明 ナ ル妓 果
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6已i冨128欝 欝 攣 響一亙リi轡 繊73…12・5・
,凌畢 鹸

・68暉房事醒 葉滲出型壁 区7翻 磯1嬢 匡:硬 薩鱒 憩塵

箱畿1欝 欝欝欝 無1雛ll
凋 男噸 羅 布漉{野方上部離 圃 繭 灘 惣 亮

畷 葉醐 左胸一 瞥 一 …篇6・ 拶 死
計72名 、 全 治13名18.05%、 良 好49名68.05%、 不 攣8名11.11%、 死 亡2舶2.78%.

テ得 タ リ。 余 ハ 改 メ テ某 部 長 ノ批 判 テ乞 ハ ン ト 弦 二72名 二野 ヘル治療 成績 表 ヲ掲 ゲ、

思 ヒ居 ル ナ リ。

、 本 法;劃'ス ル 討 論 羅i

住吉 氏 結核 新免 疫 法 及新 自家 免 疫 法 ご封 スルー

般 留 家 ノ討 論鮎 ハ左 ノ3黙 ナ ルベ シ。

(1>吸 牧 量 ノ不 明

(2>喀 血 ノ際 ハ如 何 ニ ス ベ キ ヤ、叉 喀 血 プ誘 登

セル時 ハ如 何 ニ スベ キ ヤ1

(3>塗 擦 部 ノ肋膜 二炎 症 ラ起-,事 ナ キ ヤ、 其 場

合 如何 ニ スベ キ ヤ、

第1ノ;貼 二就 テ八次 ノ如 ク答 フ。 本 法 ハ皮 麟 ノ

螢 ム封 内 的防 禦 作 用 ヲ磨 用 シ タル方 法 ナ レバ其

ノ吸牧 童 ヲ論 ズル必 要 ナ シ。種:痘 ノ際 痘 苗 ノ畷

牧 童 二就 テ論 議 スル人 ハ ナ カ ・レベ シ。 痘 苗 ノ・生

菌 ナ リ。 本 法 ノ経 皮免 疫 元 ノ・死 菌 及 毒 素 ヨ リナ

ル。 生 菌 ス ラ吸 牧 童 ヲ論 ゼザ ル ニr死 菌 ノ吸 収

量 ヲ論 ズ ル必 要 アラ ンやO本 法 二依 り軟 膏 テ皮

膚 二貼 用 ス ル時 ノ・概 ネ其 ノ部 二嚢 疹 ヲ爲 シ、 或

ノ・嚢 汗 テ認 ム。 即 チ死 菌 及 毒 素 ノ刺戟 二 言 リ皮

膚 二病攣 ヲ起 セル モ ノニ シテ、種 痘 三 碧 リ皮 膚

・ 考

ロー ベ ル ト・コ ツボ ハ ドツベ ル ク リ ン」ヲ創 製 シ、

其 ノ副 作 用 激 烈 ナ ル爲更 二 噺 ツ〈ごル タ リ 鞠 ラ

創 製 セ リ♂然 レ井 筒毒 力 彊 ク免 疫 元 トシテ ノ慮

二病 妙 趣 事 嘆 ン理 異 嘘 ナ シ
。 而 シプ刺

戟 ヲ與 ヘ ラvタ ル皮 膚 ノ、病 攣 ヲ起 シ テ弦 二発 疫

現 象 テ惹 起 シテ内臓 テ防禦 ス。之1…エ ゾ ブ イ ラキ

シー ノ原 理 ナ リ。 樹 皮 慮 一チ皮 瞬 二 來 レル毒 物

そ無 害 トシテ酸敗 スル 現 象 テ 吾 人 八筋 二知 レ

リ。 依 テ吸 収 量 二就 テ何 等 危櫻 ス ル ノ要 ナ シa

第2ノ 黙 二就 テ 八次 ノ如 ク答 フ。 喀 血 ノ際 八 戒

ル 〈ごク塗 擦 テ避 ケ漁 布 トシテ貼 用 シ、 其 ノ上 二

氷 嚢 子置 ケバ可 ナ リ.溶 血 チ誘 壷 セ ノレ場 合 ノ塵

置 モ同様 ナ リn喀 血 時 ぞ 中 止 ス ル:要ナ シ。 喀 血

サ考 慮 スル事 ナ ク貼 用 シテ室 洞 ノ著 明 ナ ル縮 少

サ見 劣ル例 ア リ(臨 休例 第3例 〉。

第3購 二野 ス ル答 案 次 ノ如 シ.過 去 二肋膜 二炎

症 ア リ シ場 合 二 八塗擦 『依 り菖蒲竈 二輕 度 ノ炎

症 テ起 ス事 ア リ、 爲 二筋腹 痛 ヲ訴 フaコ ノ時 ハ

ヂゲ アヤ コー ル」肝 油{熱布 ザ施 セ ・ご可 ナ リ
。3,4

回 ノ肝 油 漁 布 二 子 リ炎 症 消退 ス ルt常 トス.

察

用適 切 ナ ラザ ル爲 、 學 界 ノ輿 論 ハ2途 二別Vタ

リ ト思 惟 ス。 即 チ1ハ 弱毒 結核 菌 ノ研:究 二熱 中

セ ル… 派 エ シテ、 之 ヲ生 菌 ノ儘 ニ テ慮 用 シ免疫
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ヲ得 ン ト企 圏 セ ル バ カル メ ツ ト、 ゲ ラ ン雨 氏 ノ

「BCG」 ナ リ.本 邦 二於 テ ハ有 馬
、 青 山、 大 縄 氏

ノ「AO」 ア リ｡目 下 甲論 乙 駁 ニ シ テ 未 ダ其 ノ数

果 ノ確 實 ナ ル事 浮立 誇 シ得 ズ｡他 み 一派 ハ経 皮

的 轟鷹 用 セ ル モ ノニ シ テボ ン ドル フ氏 法 ア リ.

余 ノ・ボ と亙 主ヱ 氏 法 ニ ヒ ン トヲ得 テご ・ ツ ホ、

{
今
0,

i}

li
l太 青 有

,

魔 山飼
1

.一_一__

//

/

韓

/
/

生
態

弱
毒

菌
ー

…

参

…

…

心
ツ

ベ

A

ク

リ

ン
倣

種

ハ
コ
ソ

ホ
》

卜/

皮
的
噸
用

…
ポ

ン
ド
ル
フ
氏
法

i
結
核
菌

コ
ク
チ
ゲ

ン
軟
膏
(
鳥
潟
)

ウ

ィ

タ
フ

チ

ジ

ン
軟

膏

だ佐

多
し

・

B

C

G

皮

内

接

種

穐今

村

-

B
殉
C儀

潔

が
ツ
ト
V

㌧

　

1

潅

L吏」

ホ フ マ ン パ ェ ゾ フ イ ラキ シー 」學 詮 工根 殊 ヲ置

キ テ、 皮 宿 二鼠 切 テ行 ハズ、 塗 擦 ス ル事 ノ ミニ

ヨツ テボ ン ドル フ氏 法 二勝 ル赦 果 ヲ暴 ゲ得 ル事

二成功 シ タ リ｡帥 チ「デ ル モ ツ ベ リ ン」ナ リ｡経

皮 的 ニ鷹用 セ ル モ ノニ鳥 潟 氏 「結 核 菌 「コ クチグ

ン軟膏 」佐 多 氏 ボウ ィ タ フ チ ジ ス軟 膏 」ア リ｡今

・ 村 教 授 モ近 時 「BCG」 テ皮 内接 種

帥 チ繹皮 的 二慮 用 シ テ窪來 ノ副

作 用 ヲ少 クシ得 タ リ叶 言 ハ レタ

リ、 斯 ク大 阪 二 居所 ヲ有 スル佐

多、 鳥 潟、 今村 諸氏 及 余 ガ、其
'

ノ ノブ法 ハ 異 ル モ、 共 二縄 皮 免疫

二 入 リタ ル ハ興 味深 キ事 ナ リ｡

…方 余 ハ ペ ス レズ カ ノ 「ア ンチ
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ヴ ィー ル ス」療 法 二 興 味 ヲ持 チ

「球 菌軟 膏 げ 製 シテ之 謡皮 慮、

皮 下、 筋 肉等 ノ炎症 二用 ヒテ驚

クペ キ数 果 ヲ得 、練 イテ肺 膿瘍

ノ患 者 二癒 用 シテ著敷 ヲ得 タル

ハ冒 頭 二述 ベ タル如 クナ リ.余

・・豫 テ結 核 患 者 ノ喀 疾 ヲ鏡 検 ス

ル場 合 其 ノ覗 野 二饗 球 菌、 葡萄

獣球 菌 、 連 職 駄球 菌 ノ混 合 セル

テ認 メル事 多 ク、 結核 菌 ノ ミ ノ

場 合 ハ其 ノ病 勢 激 シ カ ラ ズ シ

テ、 混 合 傳 菌 多 キ場 合其 ノ病状

ハ或 ハ進 行 性 トナ リ、或 ハ重 篤

.ト ナル痴 鴨 之随繍 ナカ
ア リセバ肺結核今少 シ治癒 シ易力

昇 一 シト考一居リタリ海 嘘
ナ}二 前 遠 ノ 肺 膿瘍 ノ 患者 二 「球 菌

.∴」 嫡 ノ魏 現 タレ｡除 硬

二研 究 ヲ進 メ「デ ル モ ヅバ リ ン」

ド 球 菌 軟 膏 」ヲ混 合 シ タ ル 「ザ

ルペ」 ヲ製 シ之 テ 肺 結 核 患 者 ノ

醸局所 ノ皮 嚇
二塗 擦 或 ノ・塗 市 スル

方 法 二 想 到 シタ ル ナ リ.弦 二於

テ余 ハ結 核 ノ混 合 僖 染 二封 シテ

ヂミ ジ シユ ワ クチ ン」ヲ製 シテ其

辿
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ノ発 疫 テ企 圖 シタ ル先 人 ウ オル フ ・ア イ スナ ー

氏 ノ業 蹟 ヲ想起 シタ 馬 氏 ノ随 俘 菌 二封 ス ル先

見 ハ敬 服 スベ キナ リ登 然 レ共 氏 ハ注 射 昌 ヨ リテ

之 子用 ヒ タル カ故 二其 ノ数 見 ル ベ キ モ ノ無 カ リ

シナ リ.皮 膚 ノ玄 妙 ナ ル作 用 ヲ慮 用 スル事 二氣

付 カ ザ リ シナ リ｡

連 鎖 擁犬球 菌 、葡 萄状 球 菌 刀 ワ ク チ ン」テ皮 膚 二

塗擦 或 ハ塗 布 スル時 リオ プ ソニ ン ・イ ンデ キ ス」

ノ上 昇 スル事 ハ動 物 實 験 二於 テ認 メ タ リ｡結 核

菌1"ワ クチ ン」ノ皮 膚 塗 擦 二 於 テ モ2.5程 度 ノ

「オ プ ソニ ン｡イ ンデ キ ス」テ認 メ タル事 屡 くナ

リ｡叉 結 核 菌 凝 集 反癒 モ高 マル事 ヲ動 物 實 験 二

於 テ立 謹 シ タ リ.之 等 ノ諸 黙 ヨ リ考 察 スル モ結

核 菌、 連蹟 歌球 菌 、 葡 萄歌 球 菌 肺 炎 墜 球 菌 ノ混

合 「ワ ク チ ン」ヲ皮膚 二 塗擦 シテ数 果 アル ノ・當 然

ナ リ トス｡」又渡邊 氏 「ワ クナ ー ル」ハ注 射 局 所 二

硬 結 ヲ生 ジタル患 者 ノ、豫後 良 好 ニ シテ、硬 結 ノ

結

(1)住 吉氏「デルモヅペ リン」二連鎖歌球菌、葡

翻 犬球菌、肺炎饗球菌 ノ肉汁培養濃縮液 テ加へ

軟膏 トシタルモノラ假 ニ「デルモツベリン3號 」

ト稔 ス｡本 軟膏テ結核患者 ノ局所 ノ皮膚二慮用

スル経皮免疫法 テ住吉氏結核新発疫法 ト稔 ス｡

(2>結 核患者 ノ喀庚 ヨリ結核菌及随件菌テ各分

離培養 シ各蒸殺 シ濃縮 シテヂワクチン」ヲ製 シ、

之テ混合 シテ軟膏 トナ シタルモノヲ當該患者 ノ

局所 ノ皮膚二慮用 スル方法 一}住吉氏新自家免疫'

法 ト爾 ス｡

(3)本 法(住 吉氏鈷核新免疫法及 往 吉氏新自家

免疫法)テ施行スル時ハ施行後30分 ニ シテ著明

ナル襲汗 テ認 メ、叉{熱布、貼用或ハ塗擦 セル皮

膚面 二登疹 テ生ズル者多 シ｡

〈4)極 メテ重篤ナル患者 ヲ除 テテノ・一般二速二

好轄 ス｡殊 二其 ノ「レントグン」像 ノ好韓ハ驚 ク

ベキ程度ナ リ｡

(5>熔 血 ノ際及喀血 ラ誘登 セル揚合ノ、塗擦 テ避

ケ注無布 トシテ貼用 シ其 ノ上二氷嚢 テ置ケバ可ナ

リ｡

化 膿 セル者 ノ・一 暦 数 果 著 明 ナ 日 ノ嚢 表 ア リ タ

リ,,今 村 教授e「BCG」 ラ皮 内注 射 シテ硬 結 テ生

ジ タル者 ハ陽 韓 ス ト壷 表 セ ラ レタ リ.余 ノ;デ

ル モ ツベ リ ン」力塗 擦 局 所 二獲 疹 ヲ爲 シ、又 費 疹

ノ化 膿 ス ル モ ノア ル事 ハ周 知 ノ事 實 ナ リ.即 チ

「ヒペ ル ェ ル ギ ー」ヲ呈 ス ル者 ノ豫 後 良 好 ナ ル事

ノ、屡 支壷 表 シタル塵 ナ リ.「 デル モ ツベ リ 物 二

球 菌類 ノ「ワ ク チ ン」ヲ混 ジ タル「デル モ ヅベ リ ン

3號7塗 擦 ニ ヨ リ盛 赤 、 嚢疹 、化 膿 テ生 ズ ル ハ

前 掲 爲 眞 ノ如 クナ リ｡部 チ皮 麟 ハ病 攣 ヲ起 シ テ

弦 二免 疫 現 象 ヲ惹 起 スル ナ リ｡而 シテ本 剤 ノ鷹

用 ニ ヨ リ「レン トゲ ン」像 二現 レタル肺 浸 潤 ノ清

退 ス ル事 實 ハ前 述 ノ如 クナ リ鰯.余 ハ其 ノ理 由 二

就 テ、皮 膚攣 化 ガ治 癒 二赴 ク際 「オ プ ソニ ン・イ

ンデ キ ス」ノ好 調 ヲ束 シ、肺 二浸 潤 セル結 核 菌 テ

モ喰 菌 シ持 チ去 ルレニ ヨ リ、 爲 二浸 潤 ガ消 退 スル

ニ非 ザ ル ヤ ト思 考 ス
.

論

(6)過 去 二肋膜 二 炎症 ア リ シ場 合 ハ塗 擦 ニ ヨ ヅ

善 病 竈 二輕 度 ノ炎 症 テ起 ス事 ア ル モ 「グ アヤ コ

.・一..ル肝 油 」漁 布 ラ施 セバ3,4同 ニ シテ清 退 ス｡

余 ハ 本 法(住 吉 氏 結 核 新 免 疫 法 及 住 吉 氏 新 自家

免疫 法)テ 以 テ結 核 免 疫 ノ極 致 ナ リ ト信 ズe1ケ

月乃 至3ケ 月 ニ シテ結 核 性浸 潤 ノ著 明 ナル 潰 退

ラ認 メ タ リ ト言 フ事 ノ・稀 ニ其 ノ例 症 アル モ、 本

法 ノ如 ク殆 ド短 例 浸 潤 ノ潰 退 シ ツ ・ア ル ヲ認 ム

ル ト言 フ ガ如 キノ・古 往 今 束 未 ダ吾 人 ノ知 ラザ ル

法 ナ リ.(元 ヨ リ重 篤 ナ ル雨 側 イ高 度 ノ肺 結 核 ノ

如 キハ 問題 外 ナ リ)結 核 醤 家諸 賢 ノ 本 法 テ追 試

セ ラ レ ン事 ヲ切 望 ス｡

「デ ル モ ッベ ン リ3號 」ハ 多種 ノ菌 株 テ培 養 シ

テ製 セル モ ノニ シテ、 本法 ノ追 試 テ志 サ ル ル

士 アル モ其 ノ培 養 等 容 易 ナ ラ ザル ベ シ｡{乃 テ

追 試 御 志望 者 ニ ハ余 ノ製 品 テ進 呈致 シ度 キ ニ

ヨ リ左 記 二御 申越 賜 リ度 シ.

大阪市天 王寺 匠堂ケ芝町一二〇 住吉彌太耶
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デ・v{・刈 ン三號趣 願 ハ塗布二・ル獲疹及螢疹溶退儒 艮

(・)■(男)揃 下灘 疹 .(2>■(男)嚇 襟 疹

'

.
{

、

ρ

・、喉 頭 結 核)

(3)_(男)右 胸部螢疹

7

搾

)5(

.

戸
や

、

ρ

【

.

㌻

.

嚢

欝
湊

㌦
瑠
毒

・9

!,

13幽 唾.・
塾

■(女 ノ左 右 背 部 登 疹

∴1逃 ∵

く4)■(男)左 右胸中下部獲捺

・..灘

鰐
磯

磁

礪

(6)■(女)右 及左背部豪疹

23向 目二陽性樽化 セルモ ノ
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(7)■(女)左 右胸部 駿疹 』(8ン ■(女 ノ螢疹清退

537

(9)

甲

.窮鼠(7)ノ 肇 疹 及(8)ノ 消 退 ハ同 一 人 ナ リ

N召禾016年1u月17日(10.

(]])一 昭和16年7月24日

甲

昭和16年12月10日

乙

継'

12)旧 習ラ和16年9月19日

乙

齢
.

断

・魅踊躍
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(13)一 昭和15年9月4日

甲

(15)一 昭和15年12月15日
1

甲

(17)一 昭和16年3月2≧ 日

甲

X14)昭 和16年6月2日

乙

q6)昭 和16年5月9日

乙

i18/昭 和16年6月1日

乙
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'

(19)一 昭和16年5即 日

甲

(21)第7例 一 昭和16年11月26圓

`甲

:123ン 第8例 一 昭和16年4月25日

甲 ・

⑳ 昭和16年10月20『

乙

..22ノ 昭和17年1月28H

乙

(24)昭 和16年5月15日

乙
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25・㊨第9例 一 昭和16年11月4日

甲

27)第10例 ■ 昭和16年4月2e日

甲

29第11例 一 昭 禾1】16.年11月1～4日

甲

(26)昭 和17年1月26同

乙

(28)昭 和16年7月1F日

乙

(30)昭 和17年1月29日

乙
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婁

(31)第12例 ・一 昭和16年7月10日

中

(33.第13例 一 昭和16年2月16日

、 甲

(35)第19例 一 昭和16年5月14日

中

:32:1昭 和16年12月20日

(34)昭 和16年7月29日

乙

象

「'36
ノ 昭 和16年7月1日

乙

.ち

`

ド瞬

.凶

観鑓

麟

t
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(37、 第15例_昭 和15年7月24日

甲

墾

尋

.

(39ノ 第16例 一 昭和16年6月14日

甲

'41)第17例 ■■ ■■■ 昭和16年3月1圓

甲

(38)昭 和16年4月29日

乙

(40)昭 和16年12月27日

乙

,;;,

(42)昭 和16年7月17日

乙
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繕

7

⊥

」

(43)第18例 ■ 昭和16年6月10日

甲

山 (44)昭 和16年7月11日

乙




